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◆                   

 【地区の概要】 

   取組面積 田：81.25ha 畑 0ha 
主要施設 水路 15km 農道 23km 

 

  私たちが活動する地域は、三重県最北端のいなべ市にあり、員弁川右岸に位置しています。 
構成員は高齢化が進んでおり、取り巻く環境は少しずつ厳しい状況になっていますが、地域一丸とな 

って活動しています。 
 

 水路の維持活動 
水路草刈り、水路清掃は年度計画に基づき実施しています。水路の補修も適宜実施しています。令和 5

年度は沈下していた水路の補修を実施しました。治田外面地域の里を守る会の農地は担い手への集約が進

んでいますが、担い手の管理負担も増加しているため、担い手任せにせず、構成員で協力して維持管理を

実施しています。 
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 景観形成活動 
麦の収穫後に種をまいたひまわりは 10 月に見頃を迎えます。約 2ha のほ場にひまわりを植栽してお

り、秋に咲く珍しいひまわりということで全国各地からたくさんの方が見学に来られています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
治田外面地域の里を守る会は農地を守るため、地域一丸となってこれからも様々な活動に取り組んでいきたい

と思っています。 
 

ひまわり               ひまわりと彼岸花 

上空からのひまわり畑 
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野呂副知事挨拶 

基調講演の様子 

西辻講師 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 門 名 活 動 組 織 名 市 町 名 

施 設 部 門 茅 原 田 推 進 委 員 会 鳥 羽 市 

農 村 環 境 部 門 清し有田佐田沖環境保全会 玉 城 町 

コミュニティ部門 子 安 の 里 の 会 紀 宝 町 

地域共同活動部門 肱 江 の 里 を 守 る 会 桑 名 市 

多面的機能の維持・発揮活動 第 15 回みえのつどいが開催されました 

事 務 局 か ら の お 知 ら せ 

令和 6 年 12 月 21 日(土)三重県総合文化センターに

おいて、『みんなでつなごう、地域の絆』をテーマに第

15 回みえのつどいが三重県、三重県農地・水・環境保

全向上対策協議会の主催で開催されました。 
今回も多くの活動組織の方々や県内外の関係者にご

参加いただき、全体会では野呂副知事による主催者挨

拶の後、全国水土里ネット多面的機能支払促進協議会

宮崎顧問、東海農政局秋葉局長、三重県議会稲垣議長か

らご祝辞をいただきました。 
 

その後、基調講演では「遊休農地の活用方法」と題

しまして株式会社マイファーム 代表取締役 西辻󠄀

一真氏に講演いただき、全体会は終了しました。 
休憩後、参加者は各テーマごとに３つの会場へ分

かれて分科会の研修を受けました。 

また、活動組織間での情報交換や保全活動へより

一層取り組んでもらうことを目的として、5 年ぶり

となる優秀活動表彰が行われ、県内の多面的機能支

払交付金事業に取り組む活動組織の中から 4 部門 4
組織が受賞となりました。 
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活動組織の情報に変更等が生じた場合は各市町への報告と合わせて、当会へも 

 ご一報いただきますようご協力をお願いします。 
 

 

事務局では、日頃の皆様の活動を「たより」に紹介しますので、紹介を希望される 

活動組織の方はどんどん投稿して下さい。 

         投稿先  〒５１４－０００６  津市広明町３３０番地  

三重県農地・水・環境保全向上対策協議会 

 ＴＥＬ ０５９－２２６－４８２5  

ＦＡＸ ０５９－２２５－７３３２ 

 
 

 

活動組織の情報について 

第１分科会では「ありたい姿から始める農村 RMO」をテ

ーマに弘前大学大学院 地域社会研究科の平井太郎教授に

講演いただきました。 
 

第２分科会では「『未来型田舎の創造！』～ICT 化の取り

組み～」をテーマに農業生産法人有限会社夢前夢工房の衣

笠愛之代表より草刈ゼロ化と獣害対策、ICT の活用事例に

ついて講演いただきました。 
 

第３分科会では「田んぼダムに関心のある多面的機能支

払活動組織の特徴」について三重大学 生物資源学部 相

場流氏より昨年度実施したアンケート調査の結果から考察

される今後の田んぼダムのありかたについての発表をして

いただきました。 

また、レセプションルームでは農業に関する最新の技術や製品を紹介する企業の PR 展示コーナーを、

セミナー室 A では安全研修・組織運営・補修技術研修映像の上映会、セミナー室 B では地域を越えた交流

の場を提供する目的でのフリートークスペース「しゃべり場」をそれぞれ設置し、参加者は時間の合間を

見計らって各ブースを巡っていました。 
上記の内容をもって「第 15 回みえのつどい」は盛会裏に終了しました。 
今後もこうした「みえのつどい」の場を通じて、県内の農地・水・環境の良好な保全活動を支援してまい

ります。 


